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エコミュージアム金目まるごと博物館 



  金目まるごと博物館とは・・・ 
         

金目住民による、金目地域全体の地域資源（歴史や自然と産業等）が対象 

      となる。 

 

   目や耳など、体全体を活用して、地域資源（サテライト）を掘り起こす。 

        

 

    まちづくりや地域活性化の推進につながるための構想も同時に検討を進め    

      る。 

               

        るいじ（類似）性や共通性がない、金目独自の「屋根のない博物館」を 

       造りたい。 

           

        ごうり（合理）的、機能的な研究所、保護センター、学習センターの役割を 

    担う。 

             

       ﾄレイル（発見の道）の整備やガイドボランティア、５大事業などを実施す   

      る。 

 

博物館の展示物は、現地でありのままに調査研究、保存、活用を行う。 

 

  物事の変化とともに移り変わり、増減していく、動的な博物館である。 

 

館員（金目の地域住民）が一丸となって、積極的に博物館活動に携わる。 
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エコミュージアム 金目まるごと博物館のご紹介 

 

 「エコミュージアム」とは生態学（Ecology）と博物館（Museum）を組み合わせた造語で、ある特定

地域の人びとの生活、その自然、文化および社会環境の発展過程を研究し、それらの遺産を現地

において保存、育成し、展示することによって、その地域社会の発展（まちづくり）に寄与するのが

エコミュージアムです。したがって、一般的な博物館は建物の中に資料を展示しますが、エコミュー

ジアムはその地域全体が博物館であり、保存すべき現地が展示室となります。 

 「エコミュージアム金目まるごと博物館」は、金目に残された自然・環境、歴史的・文

化的遺産を調査し、保存・育成し、さらに展示、活用しながら、将来に向かって金目の新しい

「まちづくり」を地域の人々と平塚市が協働して進めようと、２００７年６月に発足しま

した。 

私たち「エコミュージアム 金目まるごと博物館」には３つの使命があります。 

一つ目の使命は、自然と文化の保護センターであること 

日本各地で宅地造成等によって自然環境や生活環境の変化が著しく、歴史・文化遺産や

自然がなくなりつつあります。金目地域も例外ではありません。しかし、金目地区にはま

だまだ歴史・文化遺産、自然、景観、公園、田畑、農場施設（これらをサテライトといま

す）が数多く点在しています。これらのサテライトを現地にて保存することです。そして、

更にこれらのサテライトを有効利用しながら金目の経済発展に結びつけて行くことにあり

ます。 

二つ目の使命は、地域住民の学校であること 

金目まるごと博物館は、住民同士が互いに金目の歴史・文化、自然、生活を学び合い、

楽しく快適な生活の実現のために情報提供を行います。また、そこで学んだ事柄を地域住

民や金目を訪れたビジターに還元し、金目の素晴らしさを紹介できる人材の育成の場を提

供します。 

三つ目の使命は、金目のまちづくりを探求する研究所であること 

地域住民の生活と自然・社会環境、農産業について調査研究を行い、今後の金目の望ま

しいあり方（姿）を探し求めていける人材が必要となります。そのためには各分野（歴史・

文化、自然・景観、農産業 等）において熟知した金目住民の学芸員を養成する必要があり

ます。 

 

このような使命をもって事業活動を進め、またまちづくりのために、「金目まるごと博物

館」は①歴史・文化、②自然・景観、③産業、④情報・イベントの４部会で構成されてお

り、現在８４名の会員がいずれかの部会に属し、それぞれの分野で活動しております。 

これまでの具体的な活動として、会員が調査した資料をもとに「かなひ（金目）の歴史ガイド

ブック」を平成２０年６月に発行しました。さらに金目の素晴らしい自然と景観を多くの住民

に知ってもらおうと、会員が地域を隈無く歩き回り、平成２１年１１月に「金目の自然・景



観ガイドブック」が発行されました。更に２２年には「金目の産業ガイドマップ」の発行を予

定しており、これは金目における農業・商業の発展の基礎資料となることが期待していま

す。 

その他、地域住民が金目の歴史、文化、自然を守り伝え、保存し、そしてみんなでまち

づくりをするために「金目桜まつり」、「金目灯ろう流し（共催）」、「金目収穫祭」、住民と小学

生による「学習発表会」や福祉教育の先駆者の遺徳を偲ぶ「秋山博墓前祭」を開催しています。

また、先に述べた四つの部会の枠を越えた「可奈比（かなひ）塾」、「竹塾」、「自然体験塾」とい

った寺子屋的勉強会が開かれて「金目のまちづくり」が具現化されつつあります。 

「エコミュージアム 金目まるごと博物館」の事業活動に共鳴し、また温かく見守ってい

ただければ幸いです。 

 

平成２２年３月 

           エコミュージアム 金目まるごと博物館 

                  委員長 米村 康信 
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歴史や文化を身近に感じ、自然や環境と調和

した景観があり、人々が支えあう、秩序ある

コミュニティーの形成 



   達成方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史的価値のある史跡や自然、文化遺産の再生、整備 

を行います。 

再生、整備された史跡や自然、文化遺産を活用した 

景観づくりについて、検討します。 

金目地区の豊かな文化性を感じる街づくりの推進を 

実施します。 



  基本施策（個別施策） 

  

 

 

金目地域の豊かな地域資源に関する調査研究活動の拠点となり、また来訪者を 

現地へと導くための中心施設（コアセンター）を建設します。 

 

 

 

 

  

金目地域の自然・歴史・文化等の貴重な地域遺産について、金目住民の創意に 

基づいて地域拠点（サテライト）を選定します。 

 

 

 

 

 

 

古代から現代に至るまで、金目の土地に刻まれた人びとの足跡を知るため、サ 

テライト間を結んだ、様々な発見の道（トレイル）を創設します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「金目まるごと博物館」の活動が円滑に進められるよう、行政や各種団体等との連 

携を模索します。また、当博物館に参加する人材を育成するための講座の開講と並行 

して、ＰＲイベントを実施します。 

金目まるごと博物館の中心施設となる調査研究・情報センターの建設 

地域の自然・歴史・文化等を地域の遺産・資源と位置づけ選定 

地域を体験し学習して、新たな発見を生みだす道の創設 

その他、金目まるごと博物館に必要と思われる施設の展開 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コアセンターの建設 

 

サテライトの整備 

 

組織体制・ＰＲ 

 

トレイルの整備 

設立準備会の立ち上げ 

事前調査・資料収集 

コースの整備・管理 

コースの選定 

案内板標識の整備 

サテライトの選定 

会員の増強と充実 

ガイドマップの作成 

ガイドボランティアの会 

運営主体の確立 

（法人格の取得） 

会員の研修会 

その他の必要な事業 

５事業の充実 

実施計画事業 
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